助産師の仕事

　助産師は、妊産婦の精神的、生埋的、社会的な変化や諸問題に対応し、妊娠から育児まで、広く母性保健全般にわたって保健指導を行うことを主な仕事としています。

　核家族化が進み、出産数も減少する現代においては、社会の変化に先見性を持って適応し、思春期から中高年まで、幅広く女性の健康な生活を援助できる能力が助産師に求められています。例えば思春期においては健康教育や性教育、成熟期には結婚や家庭生活における衛生教育、家族計画や妊娠・分娩・産褥・育児期における一連の指導・援助、中高年者に向けては自己健康管理などです。さらに近年では、「父性」を含めた家庭保健も意識されているのが特徴です。このように助産師に求められているニーズはさまざまですが、それだけに母子や家庭に与える喜びは助産師にしか味わえないものと言えます。

　主な職場は、病産院・診療所、助産所、保健所、市町村保健センター、母子健康センター、学校・養成所などがありますが、施設内分娩が99％を占める今日、助産師の約87％は病産院・診療所に勤めています。また、医療法で、自ら助産所を開設することが認められていますが、実際に自分で助産施設を持って従事しているのは、3％以下と少数です。

　また、発展途上国へのボランティア活動でも歓迎されています。 

保健師・助産師へのプロセス

看護師免許取得者（見込み）の場合

　保健師／助産師になるには、保健師／助産師の国家試験受験資格を得るための、養成施設に入学しなければなりません。養成施設には、4年制看護大学、看護短期大学専攻科または厚生大臣指定の保健師／助産師専門学校などがあり、修業年限は1年（法律上は6カ月以上）です。

　看護短期大学専攻科の入学資格は、

　１．３年制短期大学の看護に関する学科を卒業した者及び卒業見込みの者。

　２．外国において、学校教育の15年の課程（最終の課程が看護に関するもの）を修了した者又は修了見込みの者。

　３．本学において第１号に掲げる者と同等以上の学力があると認めた者。

などとなっています（学校により若干表現の違いがあります）。上記の第３号は、通常「15年以上の看護を最終とする教育課程、その他」と解され、３年課程の看護専門学校が該当します。

　１年間に保健師／助産師両方の受験資格が得られる合同課程を設置している養成施設として、鳥取県立倉吉総合看護専門学校があります。

